
編輯　理學博士山本一清　理學士竹田新一郎　　理學士鍵稻葉逼義
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第百五十七號 （第十四巻） 昭和九年五月

編輯　室　よ　り

　記事携帯のため荒勝博士の丈は本號だけ休み・天丈用語の記事は早くも諸方面から

反響があり，かなり讃者の注意を惹いてみるらしい・當然の事である・近）・うちに，

本會ではし型押用語に適する意見交換の座談會「と言ったやうなものを催したい豫定で

ある，

　毎日の時刻を呼ぶのに，午前何時，午後何時と言ってみるのは，今は，日英来だけ

で，歓洲大陸の黙々は多く24時制を幾年か前から探用してみる・ところが昨年頃から

英國内に24時制探用の聲が盛んになり，鐵道や郵便電倍其の他，天交學界は言ふまで

もなく，一般の學界は多くは戯れに賛意を表し，保守的な英國人も愈々動いて來た・

最近報によれば，英國の放途協會は此の24時制をいよ）・よ實行に移したと言ふ！！　こ

んな風に英田が動けば，丁田もすぐ掘れに從うだろう．すると，ぐずぐ． ｸするうちに

我が日本のみが淺されることになるのか！P

　本會は創立以來，會則に定めてある通り，毎月一回の例會を催し，多くは講師の講

演を生騰として，天交學の善及を目的としてみたが，時代の進歩につれ，曾員の中に

も天文學の研究的旧債が得られるやうになったので，今般，上記の如き即下の啓蒙的

なやりかたを一攣し，高荷な興味を中心とした專門的研究的な談話會の形式とし，我

が國の學術會合の型に一新例を拓くこととする．會は會長叉は其の代環者が座長とな

り，來會の會員中から数回の研究結果に關する演説や，其れに封ずる質問や批評や，紹

介等がある・遠近より奮って御参加を望む・一此の新型式は來る五月の例會より始

め，本年中の例會日を次の通り定めた・（いつれも土曜Hの午後3時から花山天文墓で

開き，国後，天界槻望をする．）

　　五，月26日，　六月23U，　七刀（休み），　八月（休み），九，月22日，　十月20日，

　　十一月17　B，　十二刀8日・

禽ぼ，丁丁の内容は，本誌にL記事「として其の大略を載せることとする．其の一例と

して既に去る四刀］5日に開いた例會の記事を目撃に揚げるJ


